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スピーカーシステム 


取扱説明書 


このたびは、ノてイオニアの製品をお買い求めいただきましてま 
ことにありびとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 
なお、 r 取扱説明書」は「保証書」、「ご相談窓口 -修理窓 □ 
のご案内」と一緒に必ず保管してください。 

P ままに正しくお使いいただくた則こ^ 
給表巧にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し< 
お使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害 
を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示をしています。 
その表示と意味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本艾をお読みくださし、。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取 
り扱いをすると、人び損害を負 
ラ可能性び想定される内容およ 
び物的損害のみの発生び想定さ 
れる内容を示しています。 


給表示の例 

A A 記号はを意（警告を含む）しなければならな 

/!\ い内容であることを示しています。 

記号は禁止（やってはいけないこと）を示し 
ています。 

〇 •記号は行動を強制したり指示する内容を示し 
ています。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるをので 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましょ 
う。ステレオ贿量は貴前>じびけ總で大きく 
ちルさくもなります。 

" 師だヶット ^とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいち 
のです。夜間の音楽鑑賞などには特に気を配0ましょう。近所 
への音が漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配0、快し、生 
ま環境を守0ましよラ。 


キャビネットのお手入れ 

通常は、柔らかい巧で乾}式きしてください。ミちれびひどい場合 
は水で日〜目倍に薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸してよく絞つ 
た後、ミちれを拭き取0、その後乾いた巧で拭いてください。ア 
ルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると印 
刷、塗装などびはげることがあ0ますのでごを意ください。ま 
た、化学ぞラきん等をお使いの場合は化学ぞラきん等に付属の 
ま意事項をよくお読みください。 


ご使用の前に 

〇このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、目£2で 
す。負荷インピーダンスび4〜1目^1のステレオアンプ（ス 
ピーカー出力端子に4〜1目£2の表示びぁるもの）へ接続し 
てお使いください。 

A スピーカーを過大入力による破損から守るため下記のを意事 
項をお守りください。 

♦ 許容入力の入力をいれない。 

♦ 本機を含む AV 機器をアンプへ接続するときはアンプの電 
源を日 FF にする。 

♦ グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場 
含、音量を上げ過ぎない。 

♦ ル出カアンプで無理に大きな音を出さない（アンプの高 
調波歪び増え、スピーカーを破損することびある）。 



殿置] 

■ ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場 /Ov 
所に置かないでください。落ちたり、倒れたりし V-y 
てけびの原因となることびあります。 禁止 

■ テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場含 A 

は、各々の機器の取扱説明書をよ<読み、電源を /!\ 
切0、説明に従って接続してください。また、接 注意 
続は指定のコードを使用して < ださい。 

• スピーカーシステムのグリルは、取りはずすこと 

びでさません。無理にはずそラとするとグ U ル破 〇/ 
損の原因となることがあ0ますのでおやめくださ 禁止 
い。 


瓶用方法] 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。ス / CN 
ピーカーび発熱し、火災の原因となることびあり '〇/ 
ます。 禁止 


• 本機に乗ったり、ぶ5下がったりしないでくださ 
し、特にお子様はごを意ください。倒れたり、こ 
ねれたりしてけびの原因になることびあります。 禁止 


• 本機の上に重いちのや外枠か5はみ出るよラな大 
さなちのを置かないでください。バランスびくず 
れて倒れた0、落下してけびの原因となることび 
あ0ます。 


Q 

禁止 






設置について 

スピーカーシステムの 再生音は 、 U スニングルームの 条件に 

よって微妙に影響を受けやすいちのです。設置する場所を考慮 

し、最適な状態でご使巧<ださし、。 

♦ 裏板に取0付けてある固定金具に、ヒモやチェーンを使巧し 
て確実に本機を柱や壁に固定してください。また、固定する 
柱や壁は、スピーカーシステムの重量に十分に耐える強度び 
あることを確認してください。固定した後は、必ず転倒しな 
いことを確認してくださし、。 

• 転倒した場含、故障の原因となることびあ0ます。 

• 裏板に取0付けてある固定金具を、直接壁に掛けないでくだ 
さい。この金具は転倒防止のため、ヒモやチェーンを使用す 
る際にご利用 < ださい。 



• このスピーカーシステムは、約81<呂 
の重量びありますので設置場所は床 
面のしっかりした場所を選び、壁面 
か5は、図に示す程度の距離を目安 
にして設置して < ださし、。 

後壁か5の距離で低音の量感び調整 
でさます。側壁からの距離で左ちの 
音質差びないよラ調整してください。 

• 左ちのスピーカーは U スニングポジションに対し等距離にな 
るよう設置すると自然なステレオ感び得5れます。スピー 
カーコードち同じ長さになるよラにしてください。 




■ お音域の調整 

本機はスピーカーシステム底面に取0付ける吸音材を付属し 
ています。販音材を取り付けることによ0低音域の音質を調 
整することびでさます。スピーカーシステムの設置場所やお 
客様の好みの音質に含わせて、販音材を図のよラに取り付け 
てお楽しみください。 



スピーカーシステムの底面に服音材を押し当てま 
す。台座（滑り止め部）と床の間にはさまないよラ 
に注意して < ださい。 

• 和室など壁び透過性の場合は、スピーカーシステム背面をで 
きるだけ壁に添わせるか、反射性の物を背面に設置すること 
をおすすめします。 

♦ 左ちのスピーカーシステムの前面びテレビ等の画面となるベ 
く同一平面になるように置いてください。 

• テレビ等の画面と組含わせて、より良好なにがりのあるサウ 
ンドを実現するためには、テレビ等の画面を左ちのスピー 
カーシステムの中央に設置し、左ちのスピーカーシステムを 
聴取位置か5約已日°〜目日哨)角度に設置するのび理想的な置 
さ方です。 







出力音圧指向周液数特性/高調液歪率特性 

出力音圧指向周波巧/高調液至率特性 


端テに接続した後コードを軽く引いて、コードの先端び端テ 
へ確実に接続されていることを確かめて<ださい。不完全な 
接続は、音びとざれた0、雑音の出る原因となります。 

コードの芯線びはみ出して、芯線どラしびふれた0するとス 
テレオアンプに過大な負荷が加わって動作び停止したり、故 
障することがあ0ます。 

ステレオアンプに接続したとさに、片方（ちまたは左）のス 
ピーカーシステムの極性（十、一）を間違ってつないだ場 
合、正常なステレオ効果が得られなくなります。 


形式……位相反転式、トールボーイフ□ア型防磁設計 ( J 曰 TA ) 

スピーカー構成 . 2ウェイ方式 

ウー ファー .8.3 cm コーン 型 X 2 

トゥイーター . 2 cm ドーム型 

公称インピーダンス . 6 £2 

再生周波数帯域 .50-40,000 Hz 

出力音圧レベル . 85 dB / W ( lm ) 

許容入力 

最大入力 ( J 曰 TA ). 80 W 

ク□スオーバー周波数 .4 kHz 

外形寸法 . 24 日 (幅） X ] ，日 8 日 (高） X 24 日 (奧行 ） mm 

質量 . 8 k 旨 （1 個) 

付属品 . スピーカーコー ド (7. 日 m ) X 1 

吸音材（白 ）X ] 
マジックテープ（オス凸 ） X 1 
マジックテープ（方ス凹） X 1 
取扱説明書 X 1 
保証書 X 1 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 X 1 


■ 上記の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することび 
あります。 

保証期間中（一年間）、および保証期間経過後の修理につい 
てはお買い上げの販売お、または最寄りの当社ヴービスス 
テーシヨンにご相談ください。所在地、電話番号は別添の 
「ご相談窓口•修理窓口のご案内」をご覧ください。なお、 

本磯の補修巧性能部品の最低保有期間*は、製造巧切後8年 
間です。 

ホこの期間とは通商産業省の指導によるもので、補修用性能 
部品とは本機の性能を維持するために必要な部品です。 


• 洋間など壁面が反射または共振しやすい部屋では壁面には 
カーテンで、また床面へはじゅラたんなどで処理することを 
おすすめします。カーテンは部屋の隅まで入れると音のこち 
りびかな<なります。またスピーカーの対向面び固い壁の場 
含わ厚手のカーテンで処理をすると定在波の発生を防ぎ良い 
結果が得5れます。 

0設置上のミ主意 

• スピーカーシステムは重いため、不安定な場所に設置するの 
は大変危険ですのでおやめください。 

ステレオアンプとの接続 

本スピーカーシステムは、底面に入力端テびあります。 

①ステレオアンプの電源プラグを抜いてください。 

CD スピーカーシステム底面の入力端テとステレオアンプのス 
ピーカー出力端子を付属のスピーカーコードで接続します。 
©端子は白ライン入りのコードで、©端テはライン無し 
コードでつなざます。 

1、被覆をはがして先端をまとめる。 



2、 スピーカーコードを底面の巧か5入れる。 

3、 ネジをゆるめ、コードを巧に差し込んでか5ネジをしめ 
る。 



ステレオアンプのスピー 
カー出力端子の©へ 

4、マジックテープ（凸）のはく離紙をはがし、底面の 
「コードを通ずためのへこみ J 付近に貼りつける。 

己、底面の「コードを通ずための凹み」か5コードを出ず。 
目、マジックテープ（凹）でコードをはさむよラにマジック 
テープ（凸）に貼り合わせる 



















ご注意 

♦ 防磁設計 ( JEITA ) ですのでテレビやモニターと組合わせても色む5び起こ0にく<なっています。まれに設置のしかたによっては 
色むらを生じる場合びあ0ます。その場合は一度テレビの電源を切り、 ] 已〜3日分媛再びスイッチを入れてください。その後わ色む 
5が残るよラでした5、スピーカーをテレビか5離してご使用くださし、。 

广 豆知識- X 

スピーカーシステムは、お客様の使用環境や使用状況によ0音質び変化していきます。購入直後より問題なくお使いいただけます 
び、音楽ソフトなどを数十時間再生の媛に、スピーカーシステム本来の性能び引き出されます。 


製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口 


参パイオニア • カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U — フォン） 

受付月曜〜金曜日： 30〜17: 00、±曜日： 30- 

-]2: 00、13: 00〜17: 00 (日曜■祝日•弊社休日は除く） 

家庭巧才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓口： y 0070-800-81 81 -22 

カタ□グのご請ホ窓口 

-0070-800-81 81 -33 

ファックス 

03-3490-5718 

ノ（イオニアホームページでのご案内 

<ごを 意> 

フリーフオンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公 
衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話 
ではご利巧になれません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / 

カタ n グ請求と方 一レヴービス登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.htmi 


部品のご購入についてのご相談窓口 

付属品 （ U モコン•取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談につい口まパイオニ 
ア部品受をセンターにご相談ください。部品の交換方法などの技術相談につきましては下記のパイオニア修理受付セン 
ターにご相談ください。 

• パイオニア部品受まセンター 

受付月曜〜金曜日： 30〜18 : 00、±曜目： 30〜12: 00、13: 00〜17: 00 (日曜■祝日•弊社休日は除く） 

電話（フリータイアル）： 画0120 -5-81 095 
一般電話 0538-43-1161 

ファックス（フリーダイアル）：函 0120 -5-81096 

修理のご依頼/修理についてのご相談窓口 

ご購入店びわか5ないときやお近くにないときは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（沖縄県を除く） 


<ごま意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利巧に 
なれません。あ6かじめご了承<ださい。 
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